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広
域
市
町
村
圏

　
自
治
省
は
去
る
三
日
全
国
で
一
一

七
の
広
域
市
町
村
圏
を
指
定
し
ま
し

た
。

　
新
潟
県
は
、
五
圏
域
印
繭
の
う
ち

十
日
町
地
域
を
含
む
四
圏
域
が
こ
の

指
定
を
受
け
ま
し
た
、

　
十
日
町
圏
域
は
、
十
日
町
市
を
中

心
と
し
た
一
市
二
町
一
村
（
総
人
口

八
万
四
千
二
百
四
十
四
人
、
総
面
積

五
百
八
十
五
・
四
八
キ
。
平
方
材
）
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
域
市
町
村

圏
の
ね
ら
い

　
都
市
と
周
辺
の
農
山
漁
村
を
一
帯

的
に
開
発
し
、
市
町
村
の
新
し
い
生

活
圏
行
政
を
展
開
し
、
魅
力
あ
る
豊

に
指
定

豊
か
な
地
域
社
会
を
め
ざ
す

か
な
地
域
社
会
を

建
設
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

亭
日
町
圏
域
で

は
、
今
後
地
方
自

治
法
に
基
づ
く
十

日
町
広
域
生
活
圏

協
議
会
を
つ
く
り

、
広
域
事
務
処
理

シ
ス
テ
ム
に
よ
る

諸
事
業
の
実
施
計

画
を
た
て
、
来
年

度
か
ら
こ
れ
に
基

髪爪子脊

、
2鐙ピ撮
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づ
い
た
事
業
を
行
な
う
予
定
で
す
。
．

な
お
、
十
日
町
圏
域
で
考
え
ら
れ
る

事
業
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
一
、
広
域
消
防
体
制
の
整
備

二
、
広
域
除
雪
体
制
の
整
備

三
、
し
尿
処
理
施
設
の
整
備

四
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
整
備

五
、
社
会
福
祉
施
設
の
整
備

公
害
防
止
の
た
め
の

　
昨
年
十
二
月
の
い
わ
ゆ
る
公
害
国

会
に
而
い
て
、
十
四
の
関
係
法
律
が

成
立
し
、
国
の
公
害
施
策
は
格
段
の

充
実
を
み
せ
、
県
知
事
の
規
制
権
限

も
大
幅
に
広
が
っ
て
、
強
力
な
公
害

対
策
が
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　
市
内
で
も
水
質
汚
濁
、
騒
音
、
大

気
．
汚
染
、
ば
い
煙
防
止
な
ど
の
公
害

融
資
と
助
成
制
度
を
新
設

防
止
対
策
が
、
企
業
経
営
の
う
え
で

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
、
公

害
の
除
去
あ
る
い
は
未
然
防
止
対
策

を
促
進
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

公
害
防
止
の
た
め
の
融
資
と
助
成
制

度
を
こ
の
ほ
ど
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

企
業
の
繁
栄
と
地
域
の
生
活
環
境
保

全
の
た
め
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ

監
査
委
員
に
関
ロ
竹
次
郎
氏

　
　
　
　
　
　
市
議
会
第
二
回
定
例
会

　
市
議
会
第
二
回
定

例
会
は
、
去
る
六
月

十
六
日
か
ら
会
期
四

日
間
で
開
か
れ
一
般

会
計
才
入
才
出
予
算

に
千
四
百
六
十
九
万

三
千
円
を
追
加
し
、

才
入
才
出
予
算
総
額
を
十
九
億
二
千

五
百
六
十
六
刀
七
千
円
と
す
る
補
正

予
算
を
可
決
。

　
さ
ら
に
高
令
者
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
な
ど
九
議
案
を
可
決
し
ま

い
。

市
公
害
防
止
施
設

改
善
資
金
制
度

　
こ
の
制
度
は
、
市
内
の
中
小
企
業

の
公
害
対
策
の
推
進
を
は
か
る
た

め
、
低
利
資
金
を
貸
付
け
る
制
度

で
、
企
業
の
公
害
除
去
、
防
止
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
取
扱
金
融
機
関

が
貸
付
け
、
市
が
そ
の
融
資
額
の
三

分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を
取
扱
金

融
機
関
に
預
託
す
る
も
の
で
す
。

　
e
貸
付
の
対
象
者

　
市
内
の
中
小
企
業
者
（
資
本
金
、

出
資
金
の
総
額
が
一
千
万
円
以
下
の

会
社
な
ら
び
に
従
業
員
総
数
三
百
人

以
下
の
会
社
ま
た
は
個
人
）
も
し
く

は
こ
れ
に
類
す
る
者
で
、
つ
ぎ
の
各

号
に
該
当
す
る
も
の
の
う
ち
、
市
長

が
適
当
と
認
め
た
者

一
、
市
内
に
工
場
叉
は
事
業
場
を
有

す
る
者
。

二
、
貸
付
金
の
償
還
能
力
を
有
す
る

　
者
。

三
、
自
己
資
金
で
除
害
対
策
を
す
る

　
こ
と
が
困
難
な
者
。

四
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
者
。

五
、
そ
の
他
取
扱
金
融
機
関
の
定
め

　
る
条
件
に
適
合
し
て
い
る
者
。

　
⇔
貸
付
の
対
象
施
設

　
コ
汚
水
処
理
施
設
」
「
騒
音
防
止

施
設
」
　
「
ぱ
い
煙
防
止
施
設
」
な
ど

の
公
害
除
去
又
は
防
止
の
た
め
に
必

要
な
機
械
器
具
装
置
、
も
し
く
は
工

作
物
の
設
置
ま
た
は
改
善
。

　
㊧
貸
付
金
額

　
原
則
と
し
て
百
万
円
ま
で
（
但
し

市
長
の
特
認
あ
り
。
）

　
㈱
貸
付
利
率

　
年
七
・
六
％
（
信
用
保
証
付
年
七

・
三
％
）

　
㈲
貸
付
期
間

　
五
年
以
内
（
す
え
置
期
間
一
年
以

内
を
含
む
）

　
㈹
返
済
方
法

　
す
え
置
期
間
満
了
後
毎
月
均
等
償

還
と
す
る
（
繰
上
償
還
可
）

　
的
貸
付
条
件

　
「
公
害
防
止
の
た
め
の
施
設
ま
た

は
改
善
が
必
要
で
あ
る
」
こ
と
の
市

長
証
明
の
あ
る
．
者
。

市
は
六
月
十
日
の
十
日
町
大
火
記
念
日
に
、
日
本
損
害
保
険
協
会
か
ら

し
た
。

　
ま
た
、
監
査
委
員
近
藤
雄
四
郎
氏

の
辞
任
に
と
も
な
い
、
あ
ら
た
に
十

日
町
市
駅
通
り
、
関
口
竹
次
郎
氏

（
六
十
一
才
）
を
監
査
委
員
に
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
関
口
氏
は
、
昭
和
十
二
年
十
日
町

郵
便
局
長
就
任
以
来
三
十
一
年
間
郵

便
局
長
と
し
て
小
千
谷
、
見
附
、
五

泉
局
長
を
歴
任
、
去
る
昭
和
四
十
三

年
八
月
十
日
町
局
長
を
最
後
に
退
職

さ
れ
ま
し
た
。

市に新鋭化学消防車
日本損保協会が寄贈

五
百
万
円
相
当
の
化
学
消
防
車
一
台

の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　
市
内
に
は
、
危
険
物
施
設
が
多
く

特
に
油
火
災
等
に
大
き
な
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
化
学
消
防
車
は
、
油
火

災
の
ほ
か
、
一
般
の
火
災
に
も
活
用

で
き
る
た
め
、
消
火
に
威
力
を
発
揮

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
化
学
消
防
車
の
概
要

　
化
学
消
防
車
は
ニ
ニ
○
馬
力
で
消

火
は
、
空
気
消
火
方
式
を
採
用
し
、

水
櫓
容
量
千
認
薬
液
、
槽
容
量
六
百

澱
と
な
っ
て
お
り
、
主
ポ
ン
ブ
の
最

高
放
水
量
は
一
分
間
に
約
三
ノ
、
そ

の
他
自
衛
用
水
幕
噴
霧
ノ
ズ
ル
、
A

B
c
粉
末
消
火
器
三
基
等
も
取
り
つ

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
【
写
真
は
新
鋭
化
学
消
防
車
】

…年
度
未
当
該
借
入
者
に
対
し
補
助
金

と
し
て
変
付
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て

藷
論
論
欝
薙
叡
％
（

蔵
催
草
吾
釜

一
行
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
商
工
会
議

｝【
所
公
害
相
談
所
ま
た
は
都
市
開
発
課

｝
に
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

髄

　
囚
取
扱
金
融
機
関

　
第
四
銀
行
、
北
越
銀
行

　
σ
o
申
込
方
法

①
時
期
随
隠

一
②
難
害
輪
発
講
商
工
会
議
・

③
申
込
書
類
　
公
害
防
止
施
設
改
善

　
資
金
貸
付
基
準
適
洛
証
変
付
申
請

　
書
二
部

市
公
害
防
止
改
善

資
金
助
成
制
度

　
こ
の
制
度
は
、
企
業
巻
の
公
害
除

害
対
策
施
設
費
に
よ
る
金
利
負
担
を
．

、
軽
滅
す
る
た
め
、
市
で
年
四
％
以
内

．
の
利
子
補
経
を
行
な
う
制
度
で
、
毎

郷
土
の

文
化
遺
産

民
具
展
示
会
お
わ
る

市
教
育
委
員
会
は
去
る
六
月
十
六

鍵
民具展示会風景

休
日
当
直
医
制
度
を
実
施

　
　
　
　
　
　
診
療
は
急
病
人
だ
け
に

　
市
で
は
、
か
ね
て
よ
り
十
日
町
市

地
区
休
日
当
直
医
制
度
に
つ
い
て
、

郡
市
医
師
会
と
話
し
合
い
を
続
け
て

き
た
結
果
、
七
月
か
ら
休
日
当
直
医

制
度
を
実
施
す
る
事
に
な
り
ま
し
た

　
こ
の
制
度
を
設
け
た
理
由
は
あ
く

ま
で
も
急
病
人
の
診
療
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
愚
者
さ
ん
の
な
か
に
は
月
曜
日
は

都
合
が
悪
い
か
ら
日
曜
に
な
ど
と
簡

単
に
考
え
て
診
療
に
こ
ら
れ
ま
す
と

本
当
の
救
急
患
者
が
長
い
間
待
た
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
休
日
に
診
療
に
く
る
方
は
、
内
科

の
急
病
人
ま
た
は
重
病
人
だ
け
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
外
科
は
、
い
ま
ま
で
ど
わ
り
救
急

病
院
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
診
療
時
問

　
休
日
当
直
医
の
診
療
時
間
は
、
午

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

　
ま
た
往
診
は
原
則
と
し
て
行
な
い

ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

　
七
月
の
休
日
当
直
医

　
十
八
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
　
　
．
電
話
②
三
二
六
九
番

二
十
五
日
　
庭
野
医
院
（
神
明
町
）

　
　
　
　
電
話
②
二
七
一
一
番

日
、
十
七
日
の
両
日
市
民
体
膏
館
で

第
一
回
目
の
郷
土
の
文
化
遺
産
「
民

具
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
民
具
展
は
、
昨
年
の
秋
以
来

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
協
力
に

よ
り
収
集
さ
れ
た
郷
土
の
生
活
文
化

財
、
約
千
五
百
点
を
展
示
、
ま
た
民

具
の
写
裏
や
特
別
出
品
、
い
ざ
り
ば

た
の
実
演
な
ど
も
あ
り
、
当
日
は
祖

先
の
生
活
文
化
に
ふ
れ
た
い
と
約
二

千
入
が
参
観
し
ま
し
た
。

　
出
品
さ
れ
た
民
具
は
、
衣
生
活
に

関
す
る
も
の
、
食
生
活
に
関
す
る
も

の
、
生
活
に
関
す
る
も
の
、
生
産
生

業
に
関
す
る
も
の
な
ど
コ
ー
ナ
i
別

に
、
分
類
、
陳
列
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
収
集
に
つ
い
て
お
願
い

　
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
は
、

身
近
な
、
材
料
で
手
づ
く
り
し
た
生

活
や
生
産
に
使
用
し
た
道
具
類
の
収

集
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　
ご
寄
贈
く
だ
ざ
る
品
物
が
あ
れ
ぱ

点
数
の
多
少
に
か
＼
わ
ら
す
い
た
だ

き
に
あ
が
り
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
（
電
話
七
i
三
二
一
番
）
み

・
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

は
か
り
の
定
期
検
査

商
店
、
工
場
、
農
協
等
で
使
用
し
て
い

る
は
か
り
は
か
な
ら
す
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　
検
査
の
日
程

▽
二
十
七
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

　
時
ま
で

・
検
査
場
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

本
町
一
丁
目
上
下
、
本
町
東
西
一
丁

目
、
本
町
二
丁
目
本
町
三
丁
目
、
宮

下
東
西
、
諏
訪
町
、
神
明
町
、
水
野

町
、
若
宮
町
、
学
校
町
、
田
川
町
、

川
原
町
、
田
中
町
東
西
、
田
中
町
本

通
り

▽
二
十
八
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で

・
検
査
場
所
　
市
民
体
育
館

袋
町
東
西
中
、
西
寺
晦
、
泉
町
、
栄

町
、
昭
和
町
一
、
二
、
三
、
四
丁
目

七
軒
町
、
本
町
四
、
五
丁
目
、
西
浦

町
東
西
、
高
田
町
一
、
二
、
三
丁
目

関
口
樋
口
町
、
加
賀
糸
屋
町

▽
二
十
九
臼
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で

・
検
査
場
所
　
市
民
体
育
館

丸
山
町
、
千
代
田
町
、
駅
通
り
、
旭

町
、
春
日
町
、
稲
荷
町
一
、
二
、
三

四
丁
日
、
八
幡
田
町
、
島
、
江
道
、

猿
倉
、
津
池
、
軽
沢
、
菅
沼
、
大
池

赤
倉

▽
三
十
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

　
ま
で

・
検
査
場
所
　
市
民
体
育
館

高
田
町
四
、
五
丁
目
、
高
山
地
区
、

本
町
六
、
七
丁
目
、
山
本
地
区

たばこ消費税

市に納入された1ヵ月分のたばこ
消費税はいくらぐらいになるでし
ょうか。……

本年4月を例にとってみますと、
6，487，320円市に入ってきました。

また市内の小売店の4月の販売本
数は9，062，350本にも達していま
す。

1本当り単価を1円95菱5厘としま
すと、売上額は35，841、594円とな

ります。たばこは市内の小売店で
買いましょう．　　　　（税務課）

翻闘　　盟　㎜櫨四翻

土
木
工
事

入
札
結
果

市の
ヱ事

㎜
　
入
札
結
果
〈
六
月
二
十
一
日
〉

▽
津
池
冬
季
分
校
新
築
工
事
（
一
四
七
・
四
〇
平
方
層
）

　
落
札
者
　
　
（
株
）
村
山
土
建
　
　
落
札
額
　
四
百
五
十
二
万
円

▽
中
条
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
樋
管
埋
設
工
事
（
四
一
・
三
厨
）

　落札者

　
金
沢
土
建
　
　
落
札
額
　
百
四
十
八
万
円

▽
柴
倉
道
路
災
害
復
旧
工
事
（
七
七
層
）

　
落
礼
者
　
（
株
）
福
島
建
設
　
　
落
札
額
　
百
三
十
三
万
円

　
〈
七
月
三
日
〉

▽
原
為
永
線
第
一
岩
野
橋
架
換
工
事
（
四
・
五
×
四
・
五
厨
）

　
落
札
者
　
田
村
土
建
　
　
落
札
額
　
百
四
万
円

▽
宝
沢
水
路
災
害
復
旧
工
事
（
二
二
七
層
）

　
落
札
者
　
生
越
土
建
　
　
落
札
額
　
三
百
四
十
七
万
円

▽
泉
五
号
線
舗
装
新
設
工
事
（
一
五
四
層
）

　
落
札
者
上
越
舗
道
（
株
）
　
　
落
札
額
　
二
百
六
十
万
円

　
　
み
ん
な
で

　
　
　
　
　
交
通
事
故
防
止
を

こ
れ
か
ら
は
、
暑
さ
に
よ
る
無
謀
な
運
転
や
気
の
ゆ
る
み
か
ら
交
通

事
故
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
一
人
一
人
が
交
通
事
故
絶
滅
に

努
力
し
ま
し
ょ
う
。

　
安
全
運
転
の
七
則

一
、
人
の
命
は
何
も
の
に
も
か
え
が
た
い
尊
さ
を
知
ろ
う
。

二
、
法
を
正
し
く
理
解
し
、
シ
ッ
カ
リ
嘗
ろ
う
。

三
、
譲
り
合
い
と
、
い
た
わ
り
合
い
の
精
神
を
養
い
も
と
う
。

四
、
自
分
の
運
厭
技
能
を
過
信
し
な
い
。

五
、
徐
行
と
一
時
停
止
を
、
事
故
防
止
の
カ
ギ
と
心
得
る
。

六
、
　
「
だ
ろ
う
」
運
転
を
し
な
い
。

七
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
。

　
　
　
イ

％
馨

麺畿．　
　
市
民
ぐ
る
み

　
　
　
　
　
　
　
火
の
用
心
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　　　ブロック基礎の使用制限

　　　　建築基準法を改正

建築基準法及び同施行令が改正され、昭和46

年i月1日より施行されました、が特に木造建

築物等のコンクリートブ謬ック基礎の取り扱い

については法丈の解釈上間題がありましたが・

今回県からつぎのとおり指示がありましたので

今後工事を施工される方は十分ご注意くださ

いo

●ブロックの基礎は木造平家建で延面積が50

　〆（15坪）以内に限る。

●平家建以外の建物は、たとえ少面積でもブ

　ロックは使用できません。

●平家建の増築、改築で工事部分が50㎡以内

　であっても、独立した建物でなければ既存

　部分の面積が含まれますのでブ・ックは使

　用できません。

　なおくわしいことは、土木事務所または市

　建設課にお問い合わせください。

25日　大崎海岸海水浴

　　勤労青少年ホーム前午前7時30分出発

26日　午後7時30分　　民踊講習会　　運動場

26日午後7時

　　洋裁教室　　　講習室

　　休館日　23日　30日

　　郵便番号は正しくはっきりと

　　都道府県名は省略できます

　7月1日から郵便番号を記入した全ての郵便

物について、あて名のr都道府県名は省略」で

きますので、郵便物には必らず郵便番号をお書

きください。

特殊取扱料金が7月1日からかわりました。

　　　　　　　　（十日町郵便局）

野一平

□7月29日午前9時から正午まで諏訪町

　　土市、下条局の電話を自動式に

十日町電報電話局では皆さまめご協力のもと

に士巾、下条局の電話を自動式に切り替えるた

めの工事を進めています。

　自動化になるのは来春早々の予定であります

が、今秋9月頃までに土市、下条局へお申し込

みのかたは、今年内におつけできる見込みです

工事等で皆さんに何かとご迷惑をおかけしま

すが何とぞご理解のあるご協力をお願いいたし

ます。　（十日町電報電話局）

　　出稼ぎ者総合健康診断を実施

十日町保健所は、出稼ぎで帰ってきた人、ま

たこれから出稼ぎにでる見込みの人を対象につ

ぎの日程で健康診断を実施します。

受診料は無料ですので、該当者はもよりの会

場で受診してください。　（時間はいずれも午前

9時から午後3時までです）

■第一次検診

　8月2日

　8月3日

■8月4日

　8月9日

　8月10日

■第二次検診

　8月ll日

　8月i2日

真田小学校

東下組小学校

新水診療所

水沢出張所

市役所大会議室

市役所大会議室

市役所大会議室

目社会福祉事業に寄付（敬称略）

高田町3東納税粗合代表松岡庚三郎3，000円

本町2丁目　酒井通一一5，000円（香典返し）

春日町2　　池田新平2，603円

中条菅沼　池田栄太郎　70円

高田町2　波形才知郎　30，000円（香典返し）

本町1　滝文工業㈱　15，747円（慰安旅行

　　　　　　　　　の車中にて募金）

栄　　町　関口三代蔵　　500円

十日町市陸上競技協会　　15．000円

■昭和46年度成人式有志一同は、このほど市民

会館の備品として、セイコ・一690電気時計1個

　（33，000円相当）を寄付しました。

　　　　停電のお知らせ
口7月22日午前9時から午後1時まで下条栄橋

入ロー為永一新保一仙之山一塩野一願入一漉

家庭教育学級

■21日午後6時30分～8時50分

本館第2講義室r高校生の性と性文化にっい

て」　講師　大西正義先生（新潟大学教授）

市民講座のお知らせ

■21目午後7時～9時本館第1講義室

文芸、絵画教室

■27日書道B教室

■22日午後2時～4時、吉田分館r家庭教育に

ついて」講師月橋栄子先生

■27日午後8時～10時下条地区館、映写会「エ

ベレストの道」rやさしいラィォン」

　　　交通制限のお知らせ

H7号線四日町地内、舗装修繕工事のため7月

23日まで片側通行となります。

　　　税務署機構改革のお知らせ

　7月から十日町税務署の機構がつぎのとおり

改められます。

直税課と間税課の課制がなくなり、r課」の

かわりにr部門」という名称になり、r課長」

にかわって「統括国税調査官」がおかれます・

今後ともご協力をお願いいたします。

　　　　　　　　（十日町税務署）
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県展は18日から
　
　
　
　
レ
　
　
新
潟
日
報
社
、
新
潟
県
教
育
委
員

　
　
　
　
帯
　
会
、
十
日
町
市
教
育
委
員
会
共
催
の

　
　
　
　
㎜
　
県
展
（
県
美
術
展
）
は
七
月
十
八
日

　
　
　
　
ト
　
か
ら
　
　
ニ
ナ
ヨ
　
ま
で
の
バ
ヨ
　

を
脚
結
町
市
嘱
体
育
館
で
開
か
れ
ま

覧　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
し

　
　
　
　
耐
　
　
県
展
は
、
こ
と
し
で
二
十
六
回
目

　
　
　
　
り

　
　
　
　
む

　
　
　
　
回
　
を
迎
え
ま
す
が
、
日
本
画
、
洋
画
、

観
諜
鶴
鰹
蓄
盤

“
　
　
　
伽
　
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
．

こ
圃
＋
日
町
市
関
係
の
入
馨
は
つ
ぎ

　
　
　
　
回
　
の
と
お
り
で
す
。

の
　
　
　
　
ほ

　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
酔
　
洋
画

　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
し

　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
畷
▽
入
選
者

数　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
伽
　
田
中
清
（
四
日
町
）
山
田
善
彦
（
昭

　
　
　
　
じ

　
　
　
　
じ

　
　
　
　
酔
　
和
町
）

多　
　
　
　
川
　
彫
塑

　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
伽
　
▽
県
展
賞
「
大
地
」
堀
田
正
（
西
本

　
　
　
　
腿
町
一
丁
目
）

　
　
　
　
剛
▽
入
選
者

　
　
　
　
“
　
佐
藤
昭
一
（
西
浦
町
）
藤
巻
秀
正

　
　
　
　
仙
　
（
住
吉
町
）
関
口
重
二
（
十
日
町
高

校
）
滝
沢
洋
三
郎
（
十
日
町
高
校
）
　
　
写
真
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峰
雄
（
八
箇
）
庭
野
実
（
新
座
）
湯

樋
熊
恵
一
（
十
日
町
高
校
）
　
　
　
　
▽
入
選
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
喜
一
（
本
町
）
馬
場
晃
（
小
泉
）

　
版
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
通
一
（
本
町
二
）
樋
口
喜
一
生
越
和
助
（
四
日
町
）
。

▽
入
選
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
治
）
庭
野
良
平
（
本
町
）
村
山

小
林
順
二
（
高
山
第
六
）
重
野
桂
二

（
神
盟
）
阿
部
萌
（
北
新
田
）
公
衆
浴
場
の
営
業
を
再
開

田
中
武
夫
（
吉
田
山
谷
）

薯
　
　
　
　
　
　
　
　
M
日
か
ら
サ
ウ
ナ
泉
で

▽
入
選
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
で
は
、
市
内
に
公
衆
浴
場
が
な
　
こ
れ
ま
で
、
職
員
浴
場
（
衛
生
セ
ン

高
野
竹
幽
（
中
条
山
新
田
）
　
　
　
　
く
な
っ
た
た
め
の
暫
定
措
置
と
し
て
タ
ー
）
を
解
放
し
て
い
ま
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
，
　
　
　
　
　
ー
ー
　
　
　
こ
の
ほ
ど
、
高
田
町
二
丁
目
の
“
サ

　
　
【
写
真
は
県
展
（
市
民
体
育
館
で
）
　
4
5
年
6
月
】

　
　
　
　
　
　
醸
…
§
嚢
韓
馨
　
　
　
　
ウ
募
（
半
間
誓
ん
経
営
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
し
毎
週
月
曜
日
と
毎
月
二
十

五
日
は
休
み
。

　
入
浴
時
間

　
　
午
後
四
時
5
午
後
九
時
三
〇
分

　
料
　
金

　
　
　
大
入
　
　
　
四
＋
円

　
　
　
中
人
　
　
　
二
＋
円

　
　
　
小
人
　
　
　
　
＋
円

　
　
　
婦
人
洗
髪
料
　
　
＋
円

交
通
災
害
共

済
に
は

　
い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
す

　
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
制
度
は
発

足
以
来
、
四
年
目
を
迎
え
今
年
度
の

加
入
率
は
五
月
末
現
在
で
三
十
七
・

四
八
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故

に
あ
っ
た
が
変
通
災
害
共
済
に
加
入

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
人
が
ま

だ
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
時
期
を
問
わ
す
い
つ

で
も
加
入
で
き
、
し
か
も
見
舞
金
給

付
の
請
求
手
続
は
簡
単
で
す
。

　
加
入
の
手
続
き
は
、
市
役
所
庶
務

課
も
し
く
は
各
出
張
所
、
市
内
の
各

銀
行
、
農
協
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
万
一
に
備
え
て
み
ん
な
が
交
通
災

害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
昭
和
四
十
五
年
度
に
お
け

る
見
舞
金
給
付
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

　
死
亡
事
故
に
よ
る
も
の
、
六
人
で

三
百
万
円
。

　
そ
の
他
、
傷
害
事
故
に
よ
る
も
の

八
十
一
人
で
百
七
十
三
万
五
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
昭
和
四
十
五
年
度
中
に
加
入

さ
れ
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
事
故
に
あ
わ
れ
た
方
で
事

故
当
日
よ
り
満
一
年
に
な
ら
な
い
方

で
も
見
舞
金
給
付
の
請
求
を
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は

市
役
所
庶
務
課
（
電
七
⊥
三
一
一

番
、
有
五
二
七
二
一
蕃
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
屋
外
の
た
き
火

　
　
は
危
険
で
す

　
屋
外
で
た
き
火
を
す
る
場
合
は
、

火
災
の
危
険
が
大
き
い
の
で
つ
ぎ
の

こ
と
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
、
ゴ
ミ
を
収
集
す
る
区
域
内
で
、

焼
却
設
備
の
な
い
事
業
所
、
家
庭
は

ゴ
ミ
を
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

二
、
石
油
類
そ
の
他
燃
え
易
い
物
の

近
く
で
は
た
き
火
を
し
な
い
こ
と
。

三
、
安
全
な
場
所
で
あ
っ
て
も
た
き

火
を
す
る
場
合
は
監
視
人
を
置
き
、

水
バ
ケ
ッ
か
消
火
器
を
用
意
し
て
お

く
こ
と
。

四
、
火
災
警
報
発
令
中
は
、
た
き
火

を
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

五
、
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
、
ま

た
は
火
災
を
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
は
消
防
本
部
に
届
け
出
を
す
る

こ
と
。
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金の支給がはじまりました。

満65才未満の方でも年金の繰り上げ支給ができます。

年金の支払いは満65才の翌月から支払われるのが原則で

すが、希望によって満65才未満でも減額年金を受けとる

ことができます。

たとえば、65才以上年金月額5，000円の場合

64才に繰り上げると　月4，400円

61才に繰り上げると　月3，250円

60才匠繰り上げると　月2，900円

年金額はいくらぐらいか

10年間保険金を納めた方は年額6万円、全部保険料を免

除された方は2万円支給されます。

年金の請求方法は

国民年金は老令年金裁定請求書（通算老令年金裁定請

いつどこで年金を受けるか

年金を受ける権利は請求書を出すことによってきまり

ますが、年金証書が、社会保険庁から本人あてに送られ

てきます。そしてお金は2月、5月、8月、U月に3ケ

月分ずつの年金が、希望した場所へ送金されてきます。

　　　　ツツガムシ病にご注意

　　　　　信濃川付近は危険です

昨年に引きつづき本年もツツガムシ病が発生しまし

た。これは、近くの山にワラビとりに行って刺されたも

のです。

昨年は城之古地内の信濃川で刺されたものですが、これ

からは、山や川に出かける機会が多くなりますが、山菜

とり、魚釣りなどには十分ご注意ください。

七
月
一
日
か
ら
一
日
五
十
立
方
耕
以
ー
ム
を
つ
く
る
発
議
が
な
さ
れ
、
織

上
の
排
永
工
場
に
適
用
さ
れ
ま
七
た
協
理
事
会
で
こ
れ
を
と
り
あ
げ
、
産

　
こ
の
水
質
基
準
は
、
こ
の
ほ
ど
設
地
公
害
対
策
委
員
会
の
中
に
工
場
廃

定
さ
れ
た
全
国
一
律
基
準
よ
り
か
な
水
処
理
専
門
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

り
き
び
し
い
基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
た
。

　
こ
れ
に
さ
き
だ
っ
て
、
織
物
工
業
　
　
こ
の
専
門
委
員
会
は
委
員
七
人

協
同
組
合
、
染
色
整
理
協
同
組
合
、
　
（
根
津
真
一
委
員
長
）
で
構
成
し
、

市
の
共
催
で
、
五
月
か
ら
三
回
に
わ
水
質
測
定
検
査
所
の
設
置
、
廃
水
処

た
っ
て
、
染
色
精
練
排
水
の
処
理
実
理
施
設
な
Z
に
つ
い
て
、
産
地
企
業

験
を
実
施
。
実
験
で
は
濃
い
染
色
排
の
中
核
と
し
て
調
査
、
研
究
を
実
施

水
で
も
ほ
と
ん
ど
透
明
の
き
れ
い
な
し
、
産
地
公
害
対
策
委
員
会
に
答
申

水
に
浄
化
で
き
る
こ
と
が
確
め
ら
れ
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乙
の
委
員
会
は
す
で
に
五
回
開
か

　
し
か
し
精
練
廃
液
の
処
理
方
式
が
れ
、
水
質
測
定
施
設
に
関
す
る
答
申

未
開
発
で
、
実
験
の
方
式
で
は
施
設
を
終
り
、
現
在
排
水
処
理
施
設
の
調

費
、
処
理
費
と
も
多
額
を
必
要
と
す
査
、
研
究
に
と
り
組
ん
で
い
ま
す
。

る
な
ど
多
く
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
　
　
関
係
企
業
で
は
答
申
を
ま
っ
て
処

な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
理
施
設
に
着
手
す
べ
く
門
部
準
備
を

　
そ
こ
で
関
係
五
十
社
で
先
日
対
策
進
め
て
お
り
、
市
で
も
専
門
委
員
会

研
究
会
を
開
催
検
討
の
結
果
対
策
の
答
申
に
大
き
な
期
待
を
よ
せ
て
い

原
案
を
策
定
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ま
す
。

醐
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